
お
か
げ
さ
ま
で
広
報
紙
「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
は
創
刊
第
１
号
と
な
る
昭

和
38
年
12
月
号
「
神
戸
老
連
」
か
ら
数
え

て
、
今
月
号
で
700
号
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
で
60
年
と
い
う
記
念
す
べ

き
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
長
き
に

わ
た
る
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
い
き
い

き
と
し
た
活
動
の
ご
紹
介
や
、
役
立
つ
情

報
な
ど
を
お
届
け
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に

親
し
ま
れ
る
広
報
紙
を
目
指
し
ま
す
。

昭和38年創刊の「神戸老連」

令 和 ４ 年 度 福 祉 研 修 会

認
知
症
に
つ
い
て
学
ぶ

４
年
ぶ
り
の
開
催

KOBE
シニア
クラブ

令
和
５
年
２
月
22
日

（
水
）に
神
戸
文
化
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル
で
、
616
名
の
会
員

が
参
加
し
、
令
和
４
年
度
の

福
祉
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
４

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
研

修
会
。
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
大
辻
正
忠
理
事
長
の
挨

拶
に
始
ま
り
、「
認
知
症
神

戸
モ
デ
ル
」
と
題
し
た
講
演

を
神
戸
市
福
祉
局
介
護
保
険

課
の
竹
野
嘉
朗
認
知
症
対
策

担
当
係
長
よ
り
お
話
し
い
た

だ
き
、
認
知
症
に
つ
い
て
予

防
や
対
応
、
そ
し
て
、
神
戸

市
の
対
策
な
ど
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
休
憩
を
は
さ

み
「
笑
い
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
と
題
し
た
講
演
で

兵庫区出身の落語家 桂あやめ さん 616 名の会員が参加

は
、
兵
庫
区
出
身
の
落
語
家

桂
あ
や
め
さ
ん
の
入
門
か

ら
現
在
ま
で
の
苦
労
話
や

ご
自
身
の
経
験
か
ら
学
ん

だ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
重
要
性
に
つ
い
て
、
面
白

お
か
し
く
お
話
い
た
だ
き
、

会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

昭和 38 年に創刊し広報紙

７００７００７００７００７００７００７００７００７００７００７００７００号を迎えました 月 日（曜日）予備日 行　事　名 場　　所

5
18（木）19（金）春季グラウンドゴルフ

大会（個人戦） しあわせの村

26(金) 令和５年度定時社員総会 婦人会館

6

2(金) 友愛福祉活動にかかる研
修会① 総合福祉センター

23(金) 会長・リーダー研修会 神戸文化ホール

29(木) 近畿ブロック老人クラブ
リーダー研修会 兵庫県民会館

7

 7(金) 新任会長研修会 総合福祉センター

14(金) いきいきクラブ体操指導
者養成研修会 婦人会館

28(金) 会員増強研修会 総合福祉センター

８ 8(火) 演芸の集い（打合せ①） 総合福祉センター

令和５年度　行事予定（5～８月）

認知症についての講演

（１版）
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令
和
５
年
３
月
８
日

（
水
）、
神
戸
市
立
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
の
一
般

社
団
法
人
神
戸
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
（
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
）
理
事
会
に
お
い

て
、
令
和
５
年
度
事
業
活
動

方
針
・
事
業
計
画
案
及
び
収

支
予
算
案
が
原
案
通
り
、
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
報
告
し
ま
す
。

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

は
、
区
老
連
と
緊
密
な
連
携

を
図
り
な
が
ら
、『
健
康
・

友
愛
・
奉
仕
』
の
三
大
運
動

を
活
動
の
基
本
に
据
え
て
、

令
和
５
年
度
事
業
計
画
の
推

進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
事
業
計
画
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１

活
動
方
針

わ
が
国
の
少
子
高
齢
化
は

急
速
に
進
行
し
て
お
り
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
推
計
人
口

は
、
令
和
４
年
９
月
で
は

３
，６
２
７
万
人
（
総
人
口

１
２
，４
７
１
万
人
）
に
達

し
、
高
齢
化
率
は
29
・
１
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
総
人
口

に
占
め
る
割
合
が
３
分
の
１

に
迫
り
、
人
口
・
割
合
と
も

に
過
去
最
高
と
な
り
、
今
後

も
上
昇
を
続
け
る
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

100
歳
以
上
が
全
国
で
９
０
，

５
２
６
人
、
神
戸
市
内
で
は

１
，３
５
１
人
と
な
っ
て
お

り
、「
人
生
100
年
時
代
」
が

到
来
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
増

加
す
る
高
齢
者
が
健
康
を
維

持
し
、
活
力
を
持
っ
て
地
域

社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な

体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」

を
三
大
運
動
と
す
る
老
人
ク

ラ
ブ
は
、
高
齢
者
の
地
域
活

動
に
不
可
欠
な
組
織
で
あ
り

ま
す
。
今
後
も
活
動
を
通
じ

て
、
高
齢
者
自
身
の
生
活
だ

け
で
な
く
、
地
域
社
会
を
豊

か
に
す
る
役
割
を
担
う
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
老
人
ク
ラ
ブ

数
・
会
員
数
の
減
少
傾
向
に

歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
Ｋ
Ｏ

Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
限
ら

ず
全
国
的
に
ク
ラ
ブ
数
・
会

員
数
は
減
少
し
続
け
て
い
ま

す
。
老
人
ク
ラ
ブ
が
期
待
さ

れ
る
役
割
を
果
た
す
た
め
に

は
、
会
員
の
増
強
は
重
要
な

課
題
で
あ
り
、
会
員
増
強
対

策
「
６
つ
の
目
標
」
を
柱
に
、

具
体
的
な
事
業
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
各
種

経
常
事
業
を
継
続
し
、
会
員

の
福
祉
向
上
を
目
指
す
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。

高
齢
消
費
者
被
害
防
止
対

策
と
し
て
、
平
成
27
年
度
か

ら
「
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
各
単
位
ク
ラ
ブ
設
置
、

活
動
を
展
開
し
一
定
の
成

果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
が
、

詐
欺
被
害
は
増
加
し
続
け

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今

後
も
『
高
齢
消
費
者
被
害

は
高
齢
者
自
ら
が
主
体
と

な
っ
て
防
ご
う
！
』
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
神
戸
市
や
警

察
な
ど
関
係
団
体
と
連
携

し
て
被
害
防
止
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
４
月
の

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し

に
よ
っ
て
、
神
戸
市
で
は
29

年
度
か
ら
新
し
い
地
域
支

援
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
こ
の
事
業
の
「
介

護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
」
の
一
部
を
老
人
ク

ラ
ブ
が
担
っ
て
い
く
こ
と

も
期
待
さ
れ
て
お
り
、
関

係
機
関
と
連
携
・
協
力
を

図
り
な
が
ら
、
友
愛
活
動

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
３
年
間
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大

の
影
響
を
受
け
「
コ
ロ
ナ

禍
」
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
活
動

に
支
障
を
き
た
す
状
況
は
あ

り
な
が
ら
、
感
染
防
止
の
た

め
の
工
夫
を
し
な
が
ら
、
活

動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
は
い
ま
だ

見
通
せ
な
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
今
後
も
事
業
運
営
に
あ

た
っ
て
は
、
基
本
的
な
感
染

防
止
対
策
を
図
り
な
が
ら
、

心
身
の
健
康
を
維
持
し
、
フ

レ
イ
ル
予
防
な
ど
の
観
点
か

ら
も
、
活
動
を
継
続
し
、
よ

り
活
発
化
し
て
い
く
こ
と
も

必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
Ｋ
Ｏ

Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、

担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」

を
掲
げ
、
明
る
い
長
寿
社
会

の
実
現
と
保
健
福
祉
の
向
上

に
貢
献
し
ま
す
。

２

事
業
計
画

事
業
計
画
で
は
、
次
の
９

事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

①
会
員
増
強
対
策
事
業
（
老

人
ク
ラ
ブ
の
加
入
促
進
、

愛
称
「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
」
の
活
用
、
亀
の
井
ホ
テ

ル
と
の
利
用
提
携
：
会
員
の

み
の
割
引
制
度
、
単
位
ク
ラ

ブ
等
支
援
事
業
）、
②
健
康
増

【
会
員
増
強
対
策
６
つ
の
目
標
】

一
、
解
散
ク
ラ
ブ
０
を
め
ざ
そ
う

二
、
会
員
減
少
が
続
く
ク
ラ
ブ

は
、
ま
ず
減
少
傾
向
に
歯

止
め
を
か
け
よ
う

三
、
年
間
１
ク
ラ
ブ
２
～
３
名

の
増
を
め
ざ
そ
う

四
、
マ
ン
・
ツ
ー
・
マ
ン
で
会
員

増
強
を
め
ざ
そ
う

五
、
新
規
ク
ラ
ブ
を
つ
く
ろ
う

六
、
自
治
会
な
ど
の
地
域
団
体

と
の
連
携
を
は
か
ろ
う

進
事
業
（
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大

会
、
体
力
測
定
会
、
健
康
づ

く
り
研
修
会
、
料
理
講
座
な

ど
）、③
友
愛
福
祉
事
業
（
社

会
奉
仕
活
動
、
福
祉
研
修

会
、
高
齢
者
相
互
の
助
け
合

い
な
ど
）、
④
高
齢
消
費
者

被
害
防
止
事
業
（
被
害
防
止

に
関
す
る
研
修
会
な
ど
）、

⑤
文
化
研
修
事
業
（
高
齢
者

美
術
作
品
展
、
新
任
会
長
研

修
会
な
ど
）、
⑥
広
報
事
業

（「
広
報
紙
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
」
の
発
行
な
ど
）、

⑦
単
位
ク
ラ
ブ
等
支
援
事
業

（
健
康
増
進
・
健
康
づ
く
り

事
業
な
ど
に
対
す
る
助
成
事

業
、
ク
ラ
ブ
運
営
に
か
か
る

支
援
な
ど
）、
⑧
関
係
団
体

と
の
連
携
（
全
老
連
や
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
の
老
連
な
ど
と
の

連
携
）、⑨
法
人
の
運
営
（
総

会
、
理
事
会
、
各
種
部
会
等

の
運
営
な
ど
）。

令
和
５
年
度
の
収
支
予
算

の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り

で
す
。

令和５年度予算のあらまし
（単位：万円）

区分 項　　　目 予算額

経
常
収
入

会 費 収 入 432

事 業 収 入 そ の 他 306

補 助 金 等 収 入 3,304

合　　　計 4,042

経
常
支
出

研 修 事 業 費 270
福 祉 事 業 費 97

ス ポ ー ツ 事 業 費 762

文 化 事 業 費 350
広 報 事 業 費 181

そ の 他 事 業 費 753

管 理 費・ そ の 他 1,629

合　　計 4,042

【令和５年度】

事
業
活
動
方
針
・
計
画
、

収
支
予
算
が
ま
と
ま
る
（
報
告
）

KOBEシニアクラブ第700号 令和５年５月10日　（水曜日）　 　（2）

私たちはKOBEシニアクラブの活動をサポートしています



令和４年度 健康増進研修会（健康講話と体操）

令和５年 新年互礼会

令和４年度
フレイル予防で健康寿命をのばす料理講座

３
年
ぶ
り
の
互
礼
会

多
く
の
ご
来
賓
を
招
い
て

KOBE
シニア
クラブ

KOBE
シニア
クラブ

KOBE
シニア
クラブ

健
康
づ
く
り
教
室
開
催

健
康
寿
命
延
伸

大
阪
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
福
祉
財
団
と
共
催

調
理
実
習
と
講
義
で

調理実習のようす

午後の講習

おいしくできあがり

令
和
５
年
１
月
27
日（
金
）、

ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
神

戸
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の

総勢 110 名が参加

令
和
５
年
２
月
２
日（
木
）

あ
す
て
っ
ぷ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
に

て
、
令
和
４
年
度
の
「
神
戸

健
康
づ
く
り
教
室
」
が
公
益

影
響
で
３
年
ぶ
り
と
な
る
新

年
互
礼
会
が
開
催
さ
れ
、
神

戸
市
会
安
井
俊
彦
議
長
、
神

戸
市
小
原
一
徳
副
市
長

は
じ
め
、
多
数
の
ご
来

賓
の
皆
さ
ま
に
ご
臨
席

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
勢
142
名
の
参
加
と

な
り
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
は

歓
談
に
華
が
咲
き
、
新
年

互
礼
会
は
盛
会
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
10
月
19
日

（
水
）、21
日
（
金
）
の
両
日
、

長
田
区
文
化
セ
ン
タ
ー
別
館

ピ
フ
レ
で
、令
和
４
年
度「
フ

レ
イ
ル
予
防
で
健
康
寿
命
を

の
ば
す
料
理
講
座
」
を
開
催

大辻理事長のあいさつ

講演後の体操

熱心に聞き入るみなさん
財
団
法
人
大
阪
ガ
ス
グ
ル
ー

プ
福
祉
財
団
と
の
共
催
に
よ

り
開
催
さ
れ
、
総
勢
110
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
近

藤
豊
宣
副
理
事
長
、
大
阪
ガ

ス
グ
ル
ー
プ
福
祉
財
団
の
速

水
英
樹
専
務
理
事
の
挨
拶
の

後
、「
高
齢
者
の
新
し
い
生
活

様
式
～
免
疫
力
と
生
活
習
慣

～
」
と
題
し
た
講
演
を
特
定

非
営
利
活
動
法
人
健
康
経
営

研
究
会
岡
田
邦
夫
理
事
長
か

ら
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
の
後
は
、
堀
江
利
恵

健
康
ト
レ
ー
ナ
ー
の
指
導
に

よ
り
、
タ
オ
ル
体
操
等
を
行

い
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
調
理
実
習

と
講
義
を
通
じ
て
フ
レ
イ
ル

予
防
に
つ
い
て
学
び
、
午
前

中
は
、
神
戸
市
生
活
指
導
研

究
会
の
指
導
に
よ
る
、
調
理

実
習
。
午
後
は
、
管
理
栄
養

士
に
よ
る
「
い
き
い
き
長
寿

の
食
生
活
」
と
題
し
た
栄
養

指
導
と
歯
科
衛
生
士
に
よ
る

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防
に

関
す
る
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

私たちはKOBEシニアクラブの活動をサポートしています
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Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

協
賛
の
神
戸
交
流
ウ
ォ
ー
ク

ツ
ア
ー
が
、“
会
員
拡
大
の

た
め
の
趣
旨
が
期
待
で
き
な

い
”
と
の
理
由
で
次
年
度
よ

令
和
５
年
１
月
10
日（
火
）

東
灘
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

総
員
167
名
が
バ
ス
３
台
に
分

乗
し
、
晴
天
に
恵
ま
れ
東
灘

区
を
後
に
し
ま
し
た
。
バ
ス

は
渋
滞
す
る
事
無
く
天
理
市

に
あ
る
石い

そ
の
か
み上
神
宮
に
無
事
到

着
。
石
上
神
宮
は
伊
勢
神
宮

と
並
ぶ
日
本
最
古
の
神
社
の

ひ
と
つ
で
古
代
軍
事
氏
族
で

あ
る
物
部
氏
が
祭
祀
し
た

と
の
由
緒
正
し
い
神
社
で

あ
り
ま
す
。
さ
ぞ
や
会
員

の
皆
さ
ま
は
有
難
い
福
を

賜
っ
た
と
思
い
ま
す
。

つ
ぎ
に
同
じ
天
理
市
に

あ
る
大お

お
や
ま
と和
神
社
、
こ
ち
ら

も
天
照
大
神
を
祭
神
と
す

る
由
緒
あ
る
神
社
で
、
神

話
の
世
界
に
迷
い
込
ん
だ

よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
神
社
は
戦
艦
大

和
ゆ
か
り
の
神
社
で
も
あ
り

ま
す
。
資
料
館
に
は
不
沈
戦

艦
大
和
の
ま
る
で
要
塞
の
様

な
模
型
や
、
勇
壮
な
写
真
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

艦
と
共
に
戦
死
さ
れ
た
艦
長

以
下
多
く
の
優
秀
な
乗
組
員

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
し
た
。
戦
争
は
二
度
と
し

な
い
事
で
す
。

昼
時
に
な
り
ホ
テ
ル
で
昼

食
を
取
り
ま
し
た
。
前
回
の

紅
葉
狩
り
も
そ
う
で
し
た

が
、
テ
ー
ブ
ル
い
っ
ぱ
い
の

懐
石
料
理
が
出
て
き
ま
し

た
。最

後
に
全
国
に
約
１
０
０
０

社
あ
る
春
日
神
社
の
総
本
社

の
春
日
大
社
を
お
参
り
し
ま

し
た
。
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
か

ら
境
内
の
石
灯
篭
に
春
日
大

明
神
と
春
日
社
と
銘
打
っ
た

も
の
が
あ
り
、
春
日
大
明
神

を
３
灯
以
上
見
つ
け
れ
ば
大

金
持
ち
に
な
る
と
言
わ
れ
皆

で
探
し
ま
し
た
が
２
灯
し
か

見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
と
境
内
が
広
い
の

で
必
ず
は
ぐ
れ
な
い
様
に

区
老
連
だ
よ
り

東
灘
区
老
連

北
区
老
連

令
和
５
年
新
春
大
和
国
三
社

初
詣

り
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
北
区
老
連
で
は
、

会
員
以
外
の
方
の
参
加
を
呼

び
か
け
る
た
め
の
行
事
は
必

要
と
の
判
断
で
、
独
自
の
企

画
「
淡
路
島
ウ
ォ
ー
ク

ツ
ア
ー
」
を
11
月
３
日

（
木
・
祝
）
に
、
バ
ス

８
台
336
名
の
参
加
で
実

施
し
ま
し
た
。

案
内
文
の
「
ご
自
身

の
力
量
と
ペ
ー
ス
で
歩

く
こ
と
が
で
き
ま
す
」

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

が
好
評
で
、
各
ク
ラ
ブ

の
高
齢
の
方
も
安
心
し

て
参
加
さ
れ
た
様
で
す
。

旅
行
支
援
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
活
用
す
る
た
め
何
度
か

行
程
の
変
更
が
あ
り
、
特
に

レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
の
予
定

が
、
鳴
門
公
園
で
お
弁
当
に

な
り
「
雨
天
時
は
バ
ス
の

中
」
と
の
旅
行
会
社
の
説
明

に
“
晴
れ
ま
す
よ
う
に
”
と

祈
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
日
頃
の
行
い
が
良

充
実
の
淡
路
島
ウ
ォ
ー
ク
ツ
ア
ー

来
た
道
を
帰
っ
て
ほ
し
い

と
の
注
意
が
あ
り
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
迷
い
子
が
発

生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
幸

い
大
事
に
至
ら
ず
良
か
っ

た
で
す
。
私
も
昔
北
米
に
旅

を
し
た
際
道
に
迷
い
、
一
瞬

頭
が
真
っ
白
に
な
っ
た
苦

い
経
験
が
あ
り
ま
す
。
他

人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

災
い
転
じ
て
福
と
な
る
。

皆
さ
ん
今
年
も
福
々
し
く
、

楽
し
く
や
り
ま
し
ょ
う
。

あわじ花さじき

春日大社
（にわとりがたくさん飼われていました）

石上神宮
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私たちはKOBEシニアクラブの活動をサポートしています

■なんと燈籠は３０００基！
春日大社には全部で3000 基の燈籠があ
り、そのうち約2000 基が石燈籠です。その
石燈籠の中には「春日大明神」と書かれた
燈籠が15 基ほど存在しているとのこと。一
度挑戦してみるのはいかがでしょうか。

■みつからなければ「こちらへ」
見つけれなければ金龍神社へ。
春日大社の境内社の一つ「金龍神社」は

「開発・発達・財運の神様」です。金龍神社
をお参りするという手もありますよ。



二葉喜楽会・駒ヶ林寿会
二久塚長老会合同学習会

 理学療法士による認知症予防の話　

「転ばん塾」梅香寿会
真野真陽あんしんすこやかセンター

民児協議会合同勉強会
現役施設長の話を聞く

取
り
組
み
の
き
っ
か
け

長
田
区
で
は
居
住
者
の
減

少
が
続
き
高
齢
化
率
も
35
・

16
％
（
２
０
２
０
年
調
査
）

と
群
を
抜
く
。
我
が
国
で
の

65
歳
以
上
の
認
知
症
患
者
数

は
２
０
２
０
年
に
約
602
万

長
田
区
老
連

人
、
２
０
２
５
年
に
は
約

675
万
人
（
有
病
率
18
・
５
％
）

と
5.4
人
に
1
人
程
度
が
認
知

症
に
な
る
と
予
測
さ
れ
、
長

田
区
は
こ
れ
の
予
測
を
上
回

り
、も
は
や
他
人
事
で
は
な
い
。

﹁
神
戸
モ
デ
ル
﹂
実
現
に

自
ら
の﹁
自
助
努
力
﹂を
確
認

高
齢
者
の
お
か
れ
て
い
る

現
状
と
今
後
の
予
測
並
び
に

問
題
点
を
常
任
理
事
会
と

し
て
共
有
。
健
康
増
進
と

認
知
症
予
防
対
策

は
、「
自
ら
の
問
題

と
し
、
自
ら
の
努
力

で
改
善
し
て
い
く

課
題
」
と
位
置
付
け

た
。「
自
助
」
の
努

力
に
よ
り
「
共
助
」

「
公
助
」
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し

て
、
神
戸
モ
デ
ル

「
認
知
症
の
人
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
」
を
目
指
す
こ
と

を
意
思
統
一
し
、
組
織
的
な

取
り
組
み
を
始
め
た
。

具
体
的
な
活
動
の
骨
子

組
織
全
体
及
び
モ
デ
ル
地

域
で
の
学
習
を
展
開
。
ま

ず
「
認
知
症
と
は
」
の
基
本

か
ら
講
演
会
を
開
催
。
参
加

ク
ラ
ブ
全
体
を
対
象
に
4
回

の
基
調
講
演
と
モ
デ
ル
地
域

ク
ラ
ブ
に
お
け
る
健
康
体

操
・
脳
ト
レ
・
学
習
会
を
計

14
回
開
催
し
た
。
特
に
、
モ

デ
ル
地
域
と
す
る
「
転
ば
ん

塾
」
梅
香
寿
会
（
会
員
数
109

名
）
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
あ
ん
し
ん
す
こ
や

か
セ
ン
タ
ー
）
と
民
生
児
童

委   

員
協
議
会
の
三
者
に
よ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
、

高
齢
者
の
意
識
改
革
か
ら
健

康
増
進
、
認
知
症
予
防
に
関

わ
る
仲
間
づ
く
り
に
大
き
な

成
果
を
得
た
。

紙
面
の
関
係
で
内
容
の
全

て
を
報
告
出
来
な
い
た
め
、

今
後
の
事
例
報
告
会
等
で
披

露
を
し
た
い
。

今
後
の
活
動
目
標

今
年
度
は
、
活
動
の
重
点

を
地
域
で
の
取
り
組
み
に
移

し
、
地
域
モ
デ
ル
2
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
6
ブ
ロ
ッ
ク
に
拡
大

し
、
認
知
症
を
遅
ら
せ
る
、

予
防
す
る
、
認
知
症
患
者
や

そ
の
家
族
と
地
域
の
仲
間
が

共
に
寄
り
添
え
る
「
居
場
所

づ
く
り
」と
、リ
ン
ク
ワ
ー
カ
ー

（
つ
な
が
り
隊
︰
小
さ
な
気
づ

き
で
命
を
救
う
）
の
養
成
に

挑
戦
す
る
こ
と
と
し
た
。

本
号
が
皆
さ
ま
の
お
手
元

に
届
く
こ
ろ
に
は
、
ス
タ
ー

ト
し
て
い
る
。

こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
良

か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
長
田
区
老
連
は
目

指
し
て
行
く
。

認
知
症
予
防
に

組
織
の
総
力
を
結
集

長田区の高齢者人口の推移

い
の
で
し
ょ
う

ね
︙
︙
、
当
日

は
晴
天
!!

コ
ロ
ナ
対
策

で
乗
車
時
の
検

温
・
ワ
ク
チ

ン
接
種
済
証

の
チ
ェ
ッ
ク
・

手
指
の
消
毒

等
、「
ガ
イ
ド

さ
ん
は
大
変
だ

な
ぁ
」
と
感
心
し
ま
し
た
。

“
あ
わ
じ
花
さ
じ
き
”
で

は
、
コ
ス
モ
ス
と
サ
ル
ビ

ア
の
花
ジ
ュ
ウ
タ
ン
に
目
を

見
張
り
、“
明
石
海
峡
公
園
”

で
﹇
ウ
ォ
ー
ク
﹈、
癒
や
さ

れ
る
ひ
と
時
で
し
た
。

鳴
門
公
園
で
は
、
鳴
門
大

橋
を
眺
め
な
が
ら
の
心
の
こ

も
っ
た
お
弁
当
に
舌
つ
づ
み

︙
︙
、
大
満
足
の
ラ
ン
チ

タ
イ
ム
で
し
た
。
嬉
し
い
千

円
の
お
買
い
物
ク
ー
ポ
ン
券

を
利
用
す
る
た
め
、
お
土
産

店
の
レ
ジ
は
ど
こ
も
行
列
、

や
っ
と
会
計
を
済
ま
せ
名
物

「
す
だ
ち
ソ
フ
ト
」
を
美
味

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
も
皆
さ
ん
た
っ
ぷ
り
お

買
い
物
を
さ
れ
予
定
時
刻
に

帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

高
齢
の
方
が
気
軽
に
参
加

で
き
る
“
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力

に
合
わ
せ
る
”
今
回
の
よ
う

な
企
画
が
大
切
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
会
員
外
の
方
も
気
軽

に
お
誘
い
で
き
る
（
会
員
拡

大
に
つ
な
が
る
）
北
区
老
連

独
自
の
ウ
ォ
ー
ク
ツ
ア
ー
を

今
後
も
企
画
し
た
い
と
役
員

会
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

明石海峡公園でウォーキング

私たちはKOBEシニアクラブの活動をサポートしています
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垂
水
区

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
松
寿
会

　
　
　
　
松
下
　
　
勝

私
ど
も
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
松

寿
会
は
、
令
和
５
年
３
月
末

で
結
成
満
７
年
に
な
り
ま

す
。
小
規
模
な
が
ら
会
員
数

52
名
を
確
保
維
持
し
な
が
ら

シ
ニ
ア
パ
ワ
ー
を
生
か
し
、

ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

こ
こ
２
～
３
年
は
コ
ロ
ナ

禍
で
、
活
動
を
中
止
し
て
い

る
行
事
も
あ
り
ま
す
が
、
三

大
行
事
を
紹
介
致
し
ま
す
。

第
一
は
毎
年
秋
の
「
会
員

作
品
展
」で
、会
員
様
の
種
々

の
趣
味
の
作
品
発
表
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

会
場
は
明
石
パ
ー
ク
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（
明
石
公
園
入
口
）

で
50
数
名
の
作
品
で
す
が
、

水
彩
画
・
油
絵
・

版
画
・
書
・
絵
手

紙
・
写
真
・
陶
芸
・

キ
ル
ト
・
俳
句
・

人
形
な
ど
多
種
に

わ
た
っ
て
い
ま

す
。
昨
秋
は
会
期

13
日
間
で
800
名
以

上
が
鑑
賞
さ
れ
、

芳
名
録
の
署
名
は

100
名
弱
に
及
び
ま

し
た
。

第
二
は
毎
年
11

月
３
日
（
祝
）
に

地
元
の
公
園
で
開

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

シ
ニ
ア
パ
ワ
ー
で
多
彩
な
活
動

﹁
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
﹂

50 点以上の作品が並ぶ

か
っ
た
お
弁
当
を
配
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

役
員
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ

手
分
け
し
て
会
員
宅
を
回

り
、
弁
当
を
手
渡
し
声
掛
け

を
す
る
。
そ
れ
で
充
分
安
否

確
認
が
で
き
ま
す
。

役
員
会
で
相
談
を
し
て
、

業
者
を
決
め
、
３
月
22
日

（
水
）
に
全
員
に
配
り
、
久

し
ぶ
り
に
対
面
し
て
無
事
を

喜
び
ま
し
た
。

お
弁
当
も
好
評
で
し
た
。

中
央
区

東
部
雲
中
長
寿
会

　
　
　
　
　
久
保

聰
雄

コ
ロ
ナ
禍
も
だ
い
ぶ
ん

下
火
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ

な
活
動
も
復
活
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
し
か
し
ま
だ
、

大
勢
で
集
ま
る
の
は
無
理

な
よ
う
で
す
。

雲
中
長
寿
会
グ
ル
ー
プ

で
は
、
以
前
、
お
菓
子
を

配
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
が
、
今
回
は
希
望
の
多

竹
中
大
工
道
具
館
は
日
本
で
唯
一
の
大
工
道
具
の
専
門

博
物
館
で
、
２
０
１
４
年
10
月
、
新
神
戸
駅
前
へ
移
転
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
収
集
さ
れ
た
中
か
ら
選
り
す
ぐ
っ

た
大
工
道
具
の
ほ
か
、
原
寸
大
の
唐
招
提
寺
金
堂
の
柱
と

組
物
、
数
寄
屋
の
繊
細
な
仕
事
が
見
え
る
ス
ケ
ル
ト
ン
茶

室
な
ど
の
展
示
し
て
い
ま
す
。

学
芸
員
に
よ
る
解
説
や
様
々
な
企
画
展
・
講
演
会
、
セ

ミ
ナ
ー
、
出
張
授
業
、
体
験
教
室
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
定

期
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぶらり
こうべ

「ぶらりこうべ」ここでは、身近な
神戸のお話などをご紹介していきま
す。皆さんもぶらりと出かけてみま
せんか？

〒651-0056　兵庫県神戸市中央区熊内町7-5-1
開館時間：9 時 30 分～ 16 時 30 分（入館は16：00まで）
休館日：月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始（12
月 29 日～ 1 月３日）
入館料：一般 700 円、大・高生 500 円、中学生
以下無料、65 歳以上は 500 円。

お弁当を届けて声掛け安否確認

竹
中
大
工
道
具
館

スモールチェンジ活動って ?
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私たちはKOBEシニアクラブの活動をサポートしています

■今できることから続けよう！
スモールチェンジ活動とは、一大決心して
大きなことをするのではなく、今できるわ
ずかな健康行動を続けていくことです。そ
の習慣が、行動の数を増やし、結果的に健
康状態を維持・改善していくという健康増
進の一つの方法です。



２
日
（
木
）
に
歩
こ
う
会
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

天
気
予
報
で
は
、
前
夜
半

に
降
雨
、
当
日
は
曇
り
時
々

雨
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
午

前
９
時
の
集
合
時
間
に
は
168

名
の
方
々
が
集
合
さ
れ
、
ポ

ツ
ポ
ツ
と
降
り
始
め
た
空
を

見
上
げ
、
雨
よ
早
く
上
が
れ

と
皆
さ
ま
期
待
さ
れ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

西
区
老
連
近
藤
会
長
、
ス

ポ
ー
ツ
部
名
引
部
長
の
挨
拶

が
終
わ
っ
て
も
雨
は
上
が
ら

ず
、
出
発
前
の
恒
例
の
「
い

き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」
も
中

止
。
石
畳
の
中
庭
広
場
も
水

滴
で
運
動
靴
で
も
す
べ
り
そ

う
な
状
態
と
な
り
、
普
段
通

り
の
西
神
工
業
団
地
へ
の
散

策
（
約
６
㎞
）
は
断
念
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

代
替
案
と
し
て
、
園
内
の

舗
道
を
歩
く
こ
と
に
変
更

し
、
１
周
約
15
分
と
大
幅
な

短
縮
と
な
り
ま
し
た
。
舗
道

両
脇
に
は
高
さ
約
50
㎝
～
60

㎝
に
剪
定
さ
れ
た
ぶ
ど
う
の

木
が
植
え
ら
れ
、
今
秋
の
新

ワ
イ
ン
収
穫
の
準
備
が
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

神
戸
ワ
イ
ン
発
祥
の
地
と

さ
れ
る
農
業
公
園
は
広
大
な

面
積
で
、
駐
車
場
も
整
備
さ

れ
、
西
区
老
連
は
歩
こ
う

会
、
輪
投
げ
大
会
、
囲
碁
将

棋
大
会
等
と
多
岐
に
わ
た
り

※※※※※※※※※※※※※

「結構なお点前（てまえ）で」

中庭広場もこの様に

168 名が参加

  

歩
こ
う
会
に
参
加
し
て

催
す
る
「
茶
会
（
野
点
）」

で
す
。
公
園
に
赤
い
傘
と
毛

氈
を
敷
き
、
お
茶
の
先
生
を

招
い
て
お
点
前
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
毎
回
80
名
以
上

の
方
が
来
場
さ
れ
、
茶
道
の

伝
統
に
親
し
み
抹
茶
と
和
菓

子
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
こ
こ
２
年
は
コ
ロ
ナ

禍
で
中
止
し
て
い
ま
す
。

第
三
は
毎
年
欠
か
さ
ず

「
社
会
見
学
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
因
み
に
、
過
去
７

年
間
で
は
、
神
戸
税
関
・
兵

庫
県
庁
・
兵
庫
県
警
本
部
・

神
戸
新
聞
社
・
水
の
科
学
博

物
館
・
喜
楽
館
（
落
語
）・
カ

ネ
テ
ツ
デ
リ
カ
フ
ー
ズ
・
キ

ュ
ー
ピ
ー
・
明
石
の
天
文
科

学
館
・
神
戸
市
役
所
・
兵
庫

津
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
初
代
県
庁

館
な
ど
で
好
評
を
博
し
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
運

動
面
で
は
テ
ニ
ス
・
ゴ
ル
フ
・

ハ
イ
キ
ン
グ
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
を
始
め
、
社
会
奉
仕

（
公
園
清
掃
）
に
至
る
ま
で
、

今
後
と
も
ま
す
ま
す
充
実
し

た
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

利
用
し
て
い
ま
す
。

私
自
身
何
度
か
歩
こ
う

会
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、

当
日
雨
で
は
無
理
が
あ
り
、

次
回
は
好
天
の
下
で
精
一

杯
歩
け
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

雨天で予定を変更 安全を第一に

西
区平

野
第
八
愛
宕
会

　
　
　
　
藤
田

芳
浩

令
和
４
年
度
の
西
区
老
連

の
最
終
行
事
と
し
て
、
３
月

私たちはKOBEシニアクラブの活動をサポートしています
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■行動の質・量・頻度で考える
■持続可能な活動かチェックしてみる
■できることを少しずつ増やしていく

不健康行動 スモールチェンジ活動例

身体活動 ついつい
エレベーターを使う ➡ ２階までは階段で

食事・間食 テレビを見ながら
ついついお菓子を… ➡ テレビを見る前に

お菓子を片付ける

その他 イライラしたらすぐ
タバコを吸ってしまう ➡ イライラしたら

深呼吸を



神戸市在住
満70歳
以上の方
対象

はり・きゅう・マッサージ

情報 施術料を3000円助成します
助成内容 　保険適用外のはり・きゅう・マッサージの施術を受けた場合、

　１年間で３，０００円（１，０００円の割引券を３枚）助成します。

申請方法

①所定の申請用紙で申し込み
各区役所・支所の保健福祉課、玉津支所は保健福祉
サービスの窓口、または割引券取扱施術所に置いて
ある所定の申請書を郵送

　②「e-KOBE」から簡単スマート申し込み
　　　　　　　　　こちらからアクセスしてください

老人クラブ会員に限ります。1人１口加入で年齢制限はありません。

老人クラブ会員向けに傷害保険・賠償責任保険で安心補償

①対 象：

〒100-0013  東京都千代田区霞が関３-３-２  新霞が関ビル５階

公益財団法人

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8768
〈引受幹事保険会社〉東京海上日動火災保険株式会社 医療・福祉法人部　TEL.03-3515-4143

ホームページ  http://www.senior-ltd.com/ メールアドレス  hoken@senior-ltd.com

03-3597-8770お問い合わせ
ご相談 先専用FAX 03-3597-8767加入申込書等、

資 料 請 求 先

受付時間 9：30から12：00まで〈土、日、祝祭日、年末年始休〉13：00から17：00まで

③補償範囲・掛金タイプ：

※この広告は、以下の商品についてご紹介したものです。
【老人クラブ傷害保険】
老人クラブ団体傷害保険特約付帯傷害保険・総合生活保険（傷害補償）

【老人クラブ賠償責任保険】
施設賠償責任保険・生産物賠償責任保険
ご加入にあたっては、必ず「パンフレット」「概要」「重要事項説明書」をよ
くお読みください。詳細は、ご契約者である団体の代表者にお渡しして
あります保険約款によりますが、ご不明な点は、代理店までお問い合わ
せください。

②保険始期月および保険期間： 年に２回の募集となります。

10月
4月

10月1日午後4時から1年間
4月1日午後4時から1年間

手続き期間（締切日厳守）
2023年7月15日～9月15日まで
2024年1月15日～3月15日まで

◆この保険の対象は、全国老人クラブ連合会に連なる都道府県・指定都市老連および市区町村老連に加入している単位老人クラブです。
◆全国老人クラブ連合会が契約者となり、各単位老人クラブで取りまとめて申し込む団体保険です。個人での加入手続きはできません。
◆新規加入をご希望、ご検討の際は、クラブで担当者を決めて全老連「保険係」まで資料をご請求ください。
〈資料請求受付期間〉

日常生活全般のケガを補償。
自転車事故を含む個人賠償責任補償や地震・噴火・津波補償、熱中症危険補償が付いたタイプ
もあります。
老人クラブ活動中のケガを補償

2023年3月作成　22TC-102744

【 傷 害 保 険 】4月始期⇒ 1/4から2月末頃まで、10月始期⇒ 7/1から8月末頃まで
【賠償責任保険】随時受付中

◆24時間型…

◆ 活 動 型…

2023年
2024年

2023年
2024年

保険始期月 保険期間

自分がケガをした時の保険です。（病気は対象外）傷害保険

単位老人クラブ（全員加入が条件となります）　  毎年10月から1年間（中途加入可）　  1人年額100円（最低引受保険料3,000円）　  支払限度額1億円
①対 象 ③掛 金②保険期間 ④補 償

いきいき活動を
支える

他人の物を壊したり、ケガをさせた時＊1の保険。〈自分のケガは対象になりません。〉
＊１ 法律上の賠償責任が伴う老人クラブ活動中の対人・対物事故が対象です。往復途上は対象外。賠償責任保険老人クラブ

老人クラブ

QRコード

お問い合わせ先｜神戸市行政事務センターはり・きゅう・マッサージ助成係　☎ 078-647-8657　FAX078-322-6041
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　　交通安全のポイント 兵庫県警察
交通企画課

令和５年４月１日から

自転車乗車用ヘルメット着用が
　　　　　　　努力義務化！！

道路交通法の一部改正（令和５年４月１日施行）により、

交通安全のポイント交通安全のポイント 兵庫県警察
交通企画課

令和５年４月１日から

全ての自転車の運転者が
乗車用ヘルメット着用に
努めなければなりません。

令和４年中の県下における
高齢者の交通事故死者数６６人

（全国ワースト１位）

自転車乗車中の死者数 22 人
【高齢者は 16 人】！！

※死者の半数以上が
　頭部に致命傷

※死者22人のうち
　ヘルメット着用は
　１人のみ

45％ 55％
95％

5％

10人
（頭部以外に
　　致命傷）

12人
（頭部に致命傷）
全員がヘルメット
非着用 21人が

ヘルメット非着用
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文
芸
欄

俳

句

宝
愛
句
ら
ぶ
（
中
央
区
）

休
耕
地
一い

っ
ぺ
ん変
菜
の
花
咲
き
乱
れ 

 

和

子

春
一
番
コ
ロ
ナ
禍
越
え
て
社
会
人 

 

悦

子

春
一
番
乱
れ
る
髪
を
お
さ
え
お
り 

 

千
枝
子

日
々
発
見
春
の
芽
吹
き
の
逞
し
く 

 

道

子

菜
の
花
や
小
鉢
の
中
に
春
を
盛
る 

 
恵

子

杉
屋
根
に
飛
び
来
る
火
の
粉
春
一
番  
丘

採
り
し
後
う
ね
に
一
列
菜
花
か
な 

 

和

志

校
門
に
し
あ
わ
せ
そ
う
に
菜
の
花
が  

哲

男

晴
れ
や
か
に
若
葉
に
戯
む
黒
羽
蝶 

 

啓

臣

梅
の
美
会
（
兵
庫
区
）

野
良
猫
も
日
溜
ま
り
求
め
し
の
び
寄
る

藤
田
ユ
イ
子

寒
明
け
る
花は

な
と
り
く
さ
き

鳥
草
樹
風
に
馴な

よ寄
る 

 

岡
田
富
早
恵

空
青
き
洗
濯
日
和
春
来
た
る 

 

山
口

茂
子

う
な
ず
け
ば
頻し

き

り
に
説
法
山
笑
う 

 

藤
井

歌
子

庭
の
隅
誰
に
見
し
ょ
と
て
す
み
れ
草  

山
田

朝
子

あ
の
角か

ど

を
曲
が
れ
ば
匂
う
沈
丁
花 

 

粟
野

富
江

青
葉
ク
ラ
ブ
（
北
区
）

春
立
ち
て
花
舗
に
横
文
字
増
え
に
け
り

馬
場
み
つ
え

忘
却
も
生
き
る
術
と
し
九
十
路
か
な  

前
川

弘
子

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
逃に

げ
み
ず水
追
い
つ
た
ゞ
追
い
つ

山
本

恒
雄

高
原
さ
さ
ゆ
り
会
（
北
区
）

待
ち
合
せ
春
の
宴
の
始
発
駅 

 

松
村
二
三
枝

イ
カ
ナ
ゴ
の
重
さ
も
嬉
し
帰
り
路 

 

南

久
美
子

春
め
く
や
家
建
つ
ら
し
く
過
疎
の
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て
る
子

ふ
ら
こ
こ
や
明
日
へ
漕
ぎ
出
す
勇
気
満
ち

若
林

節
子

梅
咲
く
や
過
疎
の
里
山
人
あ
ま
た 

 

山
下

久
一

ひ
ま
わ
り
句
会
（
北
区
）

八
十
路
に
て
明
日
に
夢
あ
り
春
う
ら
ら

辻

寿
賀
子

梅
の
香
や
毎
週
尋
ね
来
孫
ひ
孫 

 

石
井

敏
子

ひ
よ
ど
り
台
句
会
（
北
区
）

車
窓
か
ら
日
射
し
背
に
受
け
春
近
し  

塩
見

光
子

し
だ
れ
梅
咲
き
て
に
ぎ
わ
う
過
疎
の
村

田
中

弘
子

恙
な
く
夫
つ
と
め
終
え
蜜
柑
む
く 

 

筒
井

豊
子

供
花
の
梅
咲
き
て
華
や
ぐ
仏
間
な
る  

中
井

光
子

立
春
や
風
の
尖
り
も
弱
く
な
り 

 

矢
谷
登
美
子

北
斗
句
会
（
北
区
）

泣
初
の
テ
ネ
シ
ー
ワ
ル
ツ
友
恋
し 

 

藤
井
久
美
子

春
浅
し
の
し
餅
二
本
豆
と
海
老 

 

松
本

洋
子

上
り
来
て
海
一
望
の
梅
見
茶
屋 

 

久
松

礼
子

病
室
の
窓
開
け
タ
イ
ム
鬼
は
外 

 

金
行　
　

隆

荒
東こ

ち風
に
軋
む
舫
ひ
の
艀

は
し
け

船 
 

岸
下

庄
二

梅
見
茶
屋
杖
を
頼
り
の
客
と
な
る 

 

脇
坂
有
多
子

と
ん
ど
絶
つ
藁
灰
も
ろ
て
門
口
に 

 

黒
田

久
江

冴
え
返
る
警
策
響
く
禅
の
寺 

 

秋
山

弘
之

初
雪
や
龍
馬
の
像
の
し
か
め
っ
面 

 

増
田

嗣
夫

見
山
台
新
樹
会
（
北
区
）

一
夜
明
け
観
る
山
な
み
の
雪
化
粧 

 

丸
尾

嘉
子

玄
関
の
雪
ま
だ
溶
け
ず
そ
っ
と
足
出
す

藤
田

和
夫

窓
外
の
雪
し
ん
し
ん
と
葛
湯
飲
む 

 

佐
溝
満
喜
子

如
月
の
有
馬
の
客
は
木も

っ
ぽ浦
か
な

高
石

勝
行

老
杉
に
雪
芭
蕉
句
碑
し
ず
も
れ
る

貞
永

弘
子

児
ら
の
居
ぬ
夕
餉
小
さ
く
お
に
は
い
ぬ

石
本

宏
一

こ
じ
ゅ
け
い
の
泣
き
渡
る
径
姿
見
ぬ  

松
隈

弘
子

時
化
が
来
て
咲
い
て
よ
い
や
ら
木
瓜
悩
む

吉
田　
　

勲

福
寿
草
句
会
（
須
磨
区
）

園
凍
て
て
遊
具
は
鉄
に
戻
り
た
る 

 

松
下
修
二
郎

曾
孫
等
の
名
前
難
読
年
賀
状  
 

岩
田
美
代
子

春
日
社
の
千
古
を
今
に
寒
椿 

 

上
原

綾
子

令
和
に
も
忠
臣
蔵
の
師
走
か
な 

 

林　
　

慎
一

多
聞
台
と
き
わ
会
文
芸
部
（
垂
水
区
）

坂
厳
し
ツ
バ
メ
が
舞
い
て
応
援
す 

 

中
村
佳
代
子

つ
ば
く
ら
め
勝
手
知
っ
た
る
軒
の
家  

久
下

順
司

ペ
ル
シ
ャ
か
ら
シ
ャ
ム
か
ら
も
来
た
子
猫
か
な

山
本
雄
二
郎

ツ
バ
メ
の
巣
見
え
ぬ
所
か
え
さ
運
ぶ  

樋
山

隆
夫

二
刀
流
燕
返
し
に
打
ち
勝
て
り 

 

木
村

敏
博

き
ら
く
句
会
（
西
区
）

ほ
ど
ほ
ど
の
男
の
子
に
育
ち
凧
上
げ
る

森
本

珠
実

遠
灯
り
北
風
頬
に
舞
子
坂 

 
 

大
橋

治
子

秋
夕
焼
け
白
寿
の
女
の
頬
染
め
て 

 

喜
田

弘
征

え
べ
っ
さ
ん
三
年
ぶ
り
の
大
鮪 

 

阪
本

道
子

秒
針
の
音
な
く
流
れ
年
新 

 
 

田
野

湯
仙

◆
個
人

道
す
が
ら
漂
う
匂
沈
丁
花

︵
東
︶
北
田

建
樹

鴨
鍋
の
ぐ
つ
ぐ
つ
音
や
皆
笑
顔

︵
灘
︶
都
倉

知
子

赤
鳥
居
初
午
稲
荷
百
度
詣

︵
灘
︶
福
井

悦
子

一
対
の
古
雛
飾
る
卆
寿
な
り

︵
灘
︶
山
上

幸
子

木
曽
節
が
唄
い
初
め
の
退
院
後

︵
北
︶
植
田
き
み
子

水
温
み
軽
快
な
る
や
庭
仕
事

︵
北
︶
竹
村

良
子

曇
天
の
し
ず
か
な
朝
や
寒
椿

︵
北
︶
山
田
キ
ミ
子

春
寒
し
未
だ
換
気
の
続
く
日
々

︵
須
︶
高
橋

純
子

街
中
の
音
を
掻
き
消
す
ぼ
た
ん
雪

︵
須
︶
福
本

和
恵

お
ぼ
ろ
月
と
見
紛
う
夕
日
黄
砂
来
る

︵
垂
︶
大
上

昭
敏

ま
だ
春
を
迎
え
て
う
れ
し
卆
寿
か
な

︵
垂
︶
藤
田

恵
子

風
光
る
改
札
抜
け
る
山
の
駅

︵
垂
︶
山
田
と
し
ゑ

盆
梅
に
託
す
あ
る
じ
の
真
面
目
顔

︵
西
︶
小
幡
美
沙
子

雪
景
色
朝
日
を
あ
び
て
模
様
替
え

︵
西
︶
芝
田

律
子

朽
ち
ゆ
き
し
寺
へ
歩
の
向
く
寒
の
道

︵
西
︶
寺
岡

洋
子

◆
個
人

小
さ
き
芽
忘
れ
か
け
て
た
鉢
植
に
催
花
の
雨
や
生い

の
ち命
の
息
吹 

 

︵
灘
︶  

上
田

節
子

一
首
す
ら
浮
か
ん
で
来
ず
に
窓
開
け
て
雀
一
列
飽
き
ず
に
眺
む
る     

︵
中
︶  

水
口

敏
子

朝
の
萬
月
半
月
み
か
づ
き
か
け
て
く
月
の
光
も
ら
っ
て
朝
の
体
操     

︵
兵
︶  

大
賀

清
子

池
の
面
に
漣

さ
ざ
な
み

か
す
か
揺
ら
め
い
て
ゆ
っ
た
り
泳
ぐ
鯉
に
見
惚
れ
る  

︵
須
︶  

江
口

啓
子

節
分
を
過
ぎ
て
始
ま
る
ウ
グ
イ
ス
の
歌
の
練
習
春
の
訪
れ 

 

︵
北
︶  

箱
守
喜
久
子

生
き
方
を
変
え
ま
し
た
よ
と
絵
手
紙
に
赤
え
の
ぐ
で
の
大
き
く
笑
顔

︵
北
︶  

眞
木
香
代
子

枯
葦
の
汀
を
ひ
と
り
白
鷺
は
磁
器
の
か
が
や
き
放
つ
う
し
ろ
で

︵
西
︶  

増
田

當
代

辻
ひ
と
つ
変
え
た
る
散
歩
住
む
街
を
旅
人
気
分
で
わ
く
わ
く
歩
く

︵
西
︶  

松
浦

妙
子

短

歌

花
山
短
歌
会
（
北
区
）

ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
跳
ね
る
卯
の
年
は
軽
や
か
に
残
り
の
人
生
飛
び
跳
ね
よ
う
ぞ

清
水

惠
子

着
飽
き
た
る
友
の
服
ま
で
も
ら
い
来
て
物
捨
て
ら
れ
ぬ
我
の
可
笑
し
き

山
田
加
壽
代

枯
草
の
中
に
き
こ
ゆ
る
風
の
声
空
地
の
ま
ま
の
二
十
八
年 

 

古
林

保
子

米
五
キ
ロ
買
え
る
幸
せ
冬
陽
差
す
ひ
と
駅
歩
く
今
日
を
諾
う 

 

船
崎
め
り
子

そ
れ
ぞ
れ
に
年
を
重
ね
て
合
う
友
と
積
も
る
話
を
倉
敷
の
町 

 

礒
元
カ
ヨ
子

故
郷
に
残
せ
し
家
の
は
や
古
り
て
親
し
く
語
る
友
も
逝
き
た
り 

 

木
下
い
く
子

川

柳

桂
木
ひ
ふ
み
会
（
北
区
）

ま
だ
達
者
お
ま
え
と
お
れ
の
赤
い
糸  

荒
木

宗
Ｑ

八
十
路
き
て
未
だ
糸
口
さ
が
す
旅 

 

京
念
久
美
子

げ
こ
の
夫
息
子
達
も
ま
た
酒
弱
し 

 

笹
岡

淑
子

ほ
こ
ろ
び
を
繕
い
続
け
暮
れ
の
坂

杉
尾

悦
子

二
日
酔
い
朝
一
冷
や
水
至
福
時　
　

  

大
和
ケ
ン
ト

筑
栄
会
（
北
区
）

雛
飾
り
街
お
こ
し
の
主
役
で
す 

 

三

茶

白
酒
を
交
わ
す
ほ
ん
の
り
ほ
ほ
の
紅  

か
ほ
う

渡
り
鳥
旅
券
持
た
ず
に
シ
ベ
リ
ア
へ  

あ
き
ら

親
も
子
も
に
っ
こ
り
笑
う
ひ
な
祭
り　
　

ヨ

シ

ひ
な
祭
り
遊ゆ

さ
ん
ば
こ

山
箱
持
ち
三
姉
妹

　
　

と
し
こ

ジ
ジ
バ
バ
も
お
ひ
な
様
出
し
至
福
で
す　
　

ま
り
子

ま
た
迷
う
雄
び
な
雌
び
な
の
右
左 

 

ま
さ
こ

◆
個
人

し
ゃ
べ
ろ
う
ね
笑
顔
で
集
う
老
人
会

︵
東
︶  

辻
本
美
佳
子

日
曜
の
午
後
夫
は
コ
ー
ヒ
ー
妻
チ
ュ
ー
ハ
イ
︵
東
︶  

早
川
キ
ミ
エ

妻
ぼ
や
く
旅
行
っ
て
あ
ん
た
の
実
家

︵
東
︶  

増
田

芳
之

ゴ
ル
フ
の
夢
プ
レ
ー
で
は
な
く
景
色
な
り
︵
北
︶  

か
ん
い
ち

車
ま
ち
礼
を
知
ら
ぬ
は
人
の
恥

︵
北
︶
北
野

利
一

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
飲
み
方
知
ら
ず
見
て
暮
す

︵
北
︶  

宮
内
美
栄
子

令
和
の
世
も
色
濃
く
残
る
昭
和
歌
謡    

︵
垂
︶
小
髙　
　

肇

初
夢
や
訪
れ
も
な
く
寝
正
月

︵
西
︶
濱
頭
ミ
ノ
ル

へ
な
ぶ
り

宝
く
じ
買
っ
て
仏
間
で
熟
成
し

　
　

ハ
ズ
レ
が
怖
い
見
る
の
が
怖
い

︵
北
︶
清
水

久
子

◆
募
集
期
間

締
切
は
発
行
月
の
前
々
月
15
日
必
着

で
す
。
詳
し
く
は
左
記
の
通
り
で
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
投
稿
を
お
ま
ち
し
て

お
り
ま
す
。

掲
載
月　
　
　
　
　
　
　

投
稿
募
集
期
間

１
月
号

↓

9
月
16
日
〜
11
月
15
日

３
月
号

↓

11
月
16
日
〜
1
月
15
日

５
月
号

↓

1
月
16
日
〜
3
月
15
日

７
月
号

↓

3
月
16
日
〜
5
月
15
日

９
月
号

↓

5
月
16
日
〜
7
月
15
日

11
月
号

↓

7
月
16
日
〜
9
月
15
日

◆
投
稿
募
集

文
芸
欄
へ
の
投
稿
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
作

品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

作
品
、
住
所
、
電
話
番
号
、

単
位
ク
ラ
ブ
名
、
お
名
前
を

必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

（
投
稿
先
）

〒
６
５
０
ー

０
０
１
６

神
戸
市
中
央
区
橘
通
３
丁
目
４-

１

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
事
務
局

「
広
報
紙
〇
〇
係
」

℻  
３
４
１
ー

８
５
２
４

※
〇
〇
は︵
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
・へ
な
ぶ
り
︶等
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「とっておきの作品」募集

会員の皆さまから、絵はがき＆色紙絵を募集し
ています。必要事項を記入したものを同封の上、
作品をお寄せ下さい。
必要事項　
①氏名（ふりがな）　②クラブ名　③題名
④郵便番号　⑤住所　⑥電話番号
※葉書サイズ（100mm × 148mm 以内）・色紙サイズ

（242mm × 272mm 以内）でお願いします。それ以外は
受付出来ません。
※作品は随時ご返却いたしますが、長期間お預かりする
場合がありますのでご了承ください。
※作品は丁重に取り扱いますが、損傷については理由の
いかんにかかわらず、一切の責任は負いません。

宛先 〒 650-0016 神戸市中央区橘通 3-4-1
　　　　KOBEシニアクラブ　
　　　　　「とっておきの作品」係

悠遊クラブ　会長  𠮷田幹子さん

「人と関わるのが好き」
　𠮷田会長は、老人クラブに入会するまで
は、主婦の傍ら 40 歳の時に試験を受け、
大阪の銀行に勤め、その後も新聞社に従事
されるなど、70 歳まで勤め上げたバイタ
リティの持ち主。
　「人と話しをするのが私の特技」と𠮷田
会長。悠遊クラブの前会長から「次は悠遊
クラブを引き継いで」と平成 30 年から会
長に。また、老人クラブ以外でも保護司と
しての活動もしておられます。
　会員の年代は、80 代が多いなか、64 歳
の若手もいらっしゃるとのこと。活動は、
お茶会やカラオケ、グラウンドゴルフ、施
設訪問（年２回）やボランティア、イベン
トのお手伝い。以前は、幼稚園へ紙芝居な
どにも行っていました。
　なかでも地元中学校の生徒を招いて「ト
ライやる・ウィーク」を実施し、一緒にイ
ベント（お掃除、調理実習、お誕生日会）
を行っています。
　会員数の先細りが心配の種、会員増強に
力を入れていると𠮷田会長。地域密着の活
動を心掛け、施設訪問、幼稚園や学校と繋
がりを持って悠遊クラブを活発に、そして
存続し続けていきたいと力強くお話しして
いただきました。

山手5・6寿楽会　会長  井上末子さん

楽しく健康寿命をのばす
　井上会長は、山手 5・6 寿楽会の会長さ
んです。活動は、地域の奉仕活動、クリス
マス会、お誕生日会など。中でもハーモニ
カ演奏は会長に就任した年から約 10 年間続
けており、区老連の行事で演奏される機会
も多いそうです。
　ハーモニカとの出会いは、井上会長が教
師だったころ。どこでも吹ける、持ち運びが
簡単、バックの中にも入って便利、曲調に合
わせて６本程使い分けているそうです。
　ハーモニカ演奏やコーラスをしてタンバ
リンやカスタネットをリズムに合わせて叩
く。「楽しく 仲良く 元気よく」が会のモッ
トーです。
　また、最近特に力を入れているのが、フ
レイル予防として、体幹を鍛える体操（お腹、
背中、胸、お尻、骨盤の周り、股関節など、
頭部両手両足を除く胴体部分）。「寝たきり
ゼロ」「閉じこもり防止」を目指し、健康寿
命を延ばしながら明るく楽しく生活してい
ただきたいのが井上会長の願いです。
　これからは、自分たちが楽しみながら活
動している姿を見ていただき、「友だちが
友だちを呼ぶような」共に参加して楽しめ
る内容にしたい。老人クラブだけでなく、
他団体とも連携し合い、共に地域を元気に
する。そんなクラブにしたいとおっしゃら
れていました。

会員さんへインタビュー

長田区北　区中央区

お話しするのが大好き 会のモットーは体幹鍛えて

vol.3

二葉喜楽会　会長  山田雅秋さん

とにかく気楽に参加できること
山田会長は、今年の 10 月で 94 歳を迎

える元気溢れる会長さんです。
　島根県安来市出身で 19 歳で学校を卒業
し、役場に勤務。農協の指導員などに従事
し、25 歳の時に警察無線の仕事のため国
家試験に挑戦。29 歳から 60 歳まで警察
無線関連や交通安全協会などで勤務されま
した。若い頃は、無線（モールス通信）の
国家試験をとおれば、船で世界一周などが
できるのではないかと……、とにこやかに
応えてくれました。
　二葉喜楽会は会員 171 名。各地区毎に
20 名の世話人をおいて活動している大所
帯で、会長と会員さんの信頼関係が実に良
く、勉強会も和気あいあい、会員間の距離
もグーンと縮まっているとのこと。震災を
経験されたこともあり、互い助け合いの精
神で活動されています。
　山田会長は、「女性の協力なくしては、
行事は進まない」と女性会員も明るく元気
に活動されています。今一番大事にしてい
ることは、「とにかく、みんなが気楽に参
加できること」とグラウンドゴルフをはじ
め、カラオケ、地域の清掃活動、公園や花
壇整備など行っています。始まりも帰るの
も自由と決して無理をしないのがモットー
です。

とっておきの作品

【東灘区】 上御影若葉会　阪西　明子

﹁
若
き
エ
ー
ス
﹂

◆
会
員
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

11
月
号
で
は
、「
東
灘
区
」「
灘
区
」「
兵
庫
区
」
の
会
員
さ
ん
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
企
画
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
各
ク
ラ
ブ
の
参
考
に
な
る
よ
う
楽

し
く
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

員さん
会員さんへインタビュー

いらっし
vol.3

いらっしいらっしゃ～い！員さ員さ会
KOBEシニアクラブ 　　　第700号（11）　　　令和５年５月10日　（水曜日）　　　



1 亀の井ホテル  一関 岩手県一関市厳美町字宝竜147-5 0191-29-2131

2 亀の井ホテル  大洗 茨城県東茨城郡大洗町磯浜町 7986-2 029-267-3191

3 亀の井ホテル  潮来 茨城県潮来市水原 1830-1 0299-67-5611

4 亀の井ホテル  塩原 栃木県那須塩原市塩原 1256 0287-32-2845

5 亀の井ホテル  喜連川 栃木県さくら市喜連川 5296-1 028-686-2822

6 亀の井ホテル  長瀞寄居 埼玉県大里郡寄居町末野 2267 048-581-1165

7 亀の井ホテル  九十九里 千葉県旭市仁玉 2280-1 0479-63-2161

8 亀の井ホテル  鴨川 千葉県鴨川市西町 1137 04-7092-1231

9 亀の井ホテル  青梅 東京都青梅市駒木町 3-668-2 0428-23-1171

10 亀の井ホテル  福井 福井県福井市渕町 43-17 0776-36-5793

11 亀の井ホテル  熱海 静岡県熱海市水口町2-12-3 0557-83-6111

12 亀の井ホテル  熱海 別館 静岡県熱海市水口町2-13-77 0557-83-6111

13 亀の井ホテル  伊豆高原 静岡県伊東市八幡野 1104-5 0557-51-4400

14 亀の井ホテル  焼津 静岡県焼津市浜当目 1375-2 054-627-0661

15 亀の井ホテル  知多美浜 愛知県知多郡美浜町奥田砂原 39 0569-87-1511

16 亀の井ホテル  鳥羽 三重県鳥羽市安楽島町 1200-7 0599-25-4101

17 亀の井ホテル  彦根 滋賀県彦根市松原町 3759 0749-22-8090

18 亀の井ホテル  富田林 大阪府富田林市龍泉 880-1 0721-33-0700

19 亀の井ホテル  大和平群 奈良県生駒郡平群町上庄 2-16-1 0745-45-0351

20 亀の井ホテル  奈良 奈良県奈良市二条町 3-9-1 0742-33-2351

21 亀の井ホテル  紀伊田辺 和歌山県田辺市目良 24-1 0739-24-2900

22 亀の井ホテル  有馬 兵庫県神戸市北区有馬町1617-1 078-904-0951

23 亀の井ホテル  赤穂 兵庫県赤穂市御崎 883-1 0791-43-7501

24 亀の井ホテル  淡路島 兵庫県淡路市富島 824 0799-82-1073

25 亀の井ホテル  せとうち光 山口県光市室積東ノ庄 31-1 0833-78-1515

26 亀の井ホテル  観音寺 香川県観音寺市池之尻町 1101-4 0875-27-6161

27 亀の井ホテル  高知 高知県吾川郡いの町波川 1569 088-892-1580

28 亀の井ホテル  玄界灘 福岡県北九州市若松区大字有毛 2829 093-741-1335

29 亀の井ホテル  柳川 福岡県柳川市弥四郎町 10-1 0944-72-6295

30 亀の井ホテル  阿蘇 熊本県阿蘇市一の宮町宮地 5936 0967-22-1122

■亀の井ホテル（ 30 施設）

宿名 住所 電話番号 宿名 住所 電話番号

●下記「亀の井ホテル」で 1泊 2食以上の宿泊プランの利用に限り、会員及び
 同伴者 3 名まで 1 泊当たり 500 円割引となりますので、予約時に口頭で
 神戸市老人クラブの会員であることをお伝え下さい。
●割引券等の他の割引等との併用はできません。
●年末年始、GW、お盆等、宿が定めた特定日及び一部の宿泊プランは、割引　　
　の対象外となります。詳しくは、ご予約の際にお問い合わせ下さい。

利 用 方 法

 「亀の井ホテル」（旧かんぽの宿）30施設と神戸市老人クラブ連合会は利用提携を行っています。

「亀の井ホテル」施設利用割引について

情報

あとがきご協賛への感謝
　おかげさまで本紙は今号で
第700 号を迎えました。昭和
38 年の創刊号から今年で 60
年。すべては読者・会員の皆
さまと寄稿者の皆さまのご支
援とご協力のたまものです。心
からお礼を申し上げます。
　これからもこれまで以上に、
会員間の架け橋となるような
編集を目指していきます。

　このたびは、広報紙 ｢ＫＯＢＥ
シニアクラブ｣ の発行にあたり、
ご協賛を賜り厚くお礼申し上げま
す。
　本紙を通じて、会員相互の交流
と親睦を図り、老人クラブ活動の
役割を地域の皆さまにもご理解
をいただき、より元気に活動を続
けて参りたいと存じます。
今後とも温かいご支援を賜りま

すようお願い申し上げます。
神戸市老人クラブ連合会

KOBEシニアクラブ第700号　 隔月１回発行　　　 令和５年５月10日　（水曜日）　 　（12）

私たちはKOBEシニアクラブの活動をサポートしています

■｢KOBEシニアクラブ｣は、地域のスポンサー各位の協力により発行されています


